
（別紙３）

～ 2025年12月29日

（対象者数） 28 （回答者数）
20

～ 2025年12月29日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・引き続き共通の認識をもって支援にあたれるよう、事業所

内での会議や業務の振り返りをこまめに行っていく。

2

・今後も子どもたちの意見を参考にしながら、事業所内で活

動プログラムを検討していく。

3

・今後も連携して対応が必要なケースについては関係機関と

連携を取り、対応していく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・以前より保護者から意見が上がっている中に、交流を希望

していない声もある。必要性については検討していく。

・地域のお店に行くなどの活動が利用者の事を知ってもらえ

る機会と捉えている。今後も企画し、実施していく。

・あらかじめ町内会のイベントの把握をしておき、参加でき

そうなものがないか検討していく。

2

・ニーズを把握した上で事業所が主体となり、保護者の皆様

同士で交流できる場を提供していけるように今後検討してい

く。

・保護者向けの研修会があれば随時お伝えしていく。

3

定期的な会議や日々の振り返りを通して、こどもの個々の課題

について共有し、個別支援計画書で共通の認識をもって支援に

あたっている。

・送迎時等、相談を受けた内容を事業所内で共有し合い、支援

している。

・保護者とともに現状や課題を確認、事業所の職員内で課題を

認識した上で、子どもの将来を（先を見据えて）考え、支援計

画を作成している。

・昼食を買いに行く際や活動（おやつ買いなど）を通じて、社

会的なルール（お金を払うなど）を伝えながら自己選択・自己

決定の支援が出来るように取り組んでいる。

活動プログラムが固定化しないように工夫している。 ・子ども達の意見を幅広く収集し、プログラムの作成に取り組

んでいる。

・事業所内での会議等を通じて日々の活動について事前に確認

を行い、子ども達に合った内容であるかを検討した上で当日に

臨んでいる。また活動後には業務の振り返りを行い、活動の内

容が適切であったかを検討している。

関係機関との連携を取り、子どもの支援にあたっている。 ・相談支援事業所やその他関係機関と連携を取る必要が生じた

利用者様について、連絡を取り、必要に応じてケース会議等に

も参加している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館、地域のこどもと交流・活動する機

会が少ない。

・中高生の利用者が中心となっているため、放課後児童クラブ

や児童館、地域のこどもとの交流や活動について年齢差が生じ

ている。

・地域の行事が日曜日や事業所の開所時間外に行なわれている

こともあり、参加が難しい面もある。

家族支援プログラム（ペアレントトレーニング等）や家族も参

加できる研修会、情報提供の機会等が行えていない。

・アンケートを取り、保護者の皆様がどんな研修会や情報を求

めているのか、ニーズをしっかりと把握していく。

2025年12月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月5日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ぬくもり大杉

○保護者評価実施期間
2025年12月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


